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各種課題に対して共有を図る有意義な意見交換会となった

参加者は「横のつながり」を深めた

ロールプレイングや模擬団体交渉を行った

各地で奮闘・活躍している女性役員13名が受講した

業務における不安や課題について
活発な意見交換を行った

毎年恒例の琵琶湖でのサマーキャンプ等の分会レクを開催

　

我
々
の
働
く
京
都
電
車
区
は
、

京
都
駅
の
西
側
に
位
置
し
、京
都

駅
を
中
心
に
、Ｊ
Ｒ
京
都
線・琵

琶
湖
線・湖
西
線・嵯
峨
野
線・奈

良
線
に
乗
務
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」

「
ス
ー
パ
ー
は
く
と
」「
ひ
だ
」「
い

に
し
へ
」等
の
特
急
列
車
、「
ウ
エ

ス
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
銀
河
」「
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞
風
」 

や
工
臨・配
給
列
車・検
測
列
車

も
担
当
す
る
な
ど
、多
車
種・多

線
区
に
乗
務
す
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　

現
在
、京
都
電
車
区
分
会
に

は
約
２
０
０
名
の
組
合
員
が
所

属
し
て
お
り
、日
々
の
世
話
役
活

動
か
ら
、歓
迎
会
や
毎
年
恒
例
の

琵
琶
湖
で
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
等

の
分
会
レ
ク
の
開
催
、地
本
主
催

の
各
種
レ
ク
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、こ
こ
数
年
は
全
競
技
へ
の

出
場
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
綱
引
き
大
会
に
お
い
て

は
４
大
会
連
続
で
京
都
地
本
代

表
と
し
て
本
部
大
会
に
出
場
し
、

２
大
会
連
続
３
位
入

賞
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
で

知
恵
を
絞
り
、
全
員

参
加
型
の
分
会
活
動

を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、京
都
電
車

区
は
、京
都
鉄
道
博

物
館
に
て
、本
物
の
蒸

気
機
関
車
が
牽
引
す

る「
Ｓ
Ｌ
ス
チ
ー
ム
号
」

の
運
行
も
担
当
し
て
い
ま
す
。京

都
鉄
道
博
物
館
は
、今
年
４
月

29
日
で
開
業
10
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

京
都
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ

京
都
鉄
道
博
物
館
に
お
こ
し
や

す
！
　
　
　 

〈
京
都
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
は
、５
月
22
日（
金
）

〜
23
日（
土
）に
か
け
て
、四
条
畷

市
の
ア
イ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

第
２
１
９
期
女
性
役
員
コ
ー
ス
」

を
開
催
し
た
。

　

女
性
役
員
コ
ー
ス
は
、各
地
で

奮
闘
・
活
躍
し
て
い
る
女
性
役

員
を
対
象
に
、リ
ー
ダ
ー
の
育
成

や
役
員
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
増
や

し
、活
躍
推
進
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、13
名
が

受
講
し
た
。

　

講
義
で
は
、川
原
副
執
行
委
員

長
か
ら
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
組
合

役
員
と
し
て
の
基
礎
知
識
」や
、

川
端
書
記
長
の「
福
知
山
線
列

車
事
故
を
経
験
し
て
」、羽
野
執

行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、組
合
員

か
ら
の
相
談
に
応
え
る
た
め
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
、各
種
課
題

を
テ
ー
マ
と
し
た
模
擬
団
体
交
渉

を
行
っ
た
。

　

受
講
生
は
、グ
ル
ー
プ
で
協
力

し
な
が
ら
、各
講
義
の
課
題
を
ま

と
め
る
と
と
も
に
、模
擬
団
体
交

渉
で
は
、実
体
験
を
踏
ま
え
た
声

を
集
め
、課
題
を
訴
え
る
こ
と
で

労
使
協
議
を
行
う
重
要
性
を
体

感
し
た
。

　

研
修
最
後
の

決
意
表
明
で
は
、

「
女
性
が
抱
え

や
す
い
不
安
や

負
担
に
も
丁
寧

に
耳
を
傾
け
て

い
き
た
い
」「
自

身
の
考
え
を
発

信
す
る
な
ど
、

様
々
な
考
え
を

聞
き
沢
山
の
気

付
き
が
あ
っ
た
」

「
小
さ
な
悩
み

や
不
安
に
も
気

付
け
る
存
在
に
な
って
い
き
た
い
」

「
女
性
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
む
」「
悩
ん
で
い

る
人
が
い
れ
ば
手
を
差
し
伸
べ
た

い
」等
、役
員
と
し
て
の
強
い
思
い

が
、受
講
生
よ
り
述
べ
ら
れ
た
。

　

修
了
生
に
は
、研
修
の
中
で
固

め
た
決
意
と
研
修
生
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、各
職

場
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
活
躍
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
金
沢
地
方
本
部

は
、２
０
２
６
年
５
月
12
日（
火
）、

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
に
お
い
て
、株
式
会

社
ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
と
の
労
使

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、中
央
本

部
、金
沢
地
方
本
部
、福
井
地
区

支
部
、ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
出
向

者
分
会
、株
式
会
社
ハ
ピ
ラ
イ
ン

ふ
く
い
か
ら
11
名
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、金
沢
地
方
本
部
沓
掛

執
行
委
員
長
は
、①
意
見
交
換

会
の
趣
旨
、②

能
登
半
島
の
復

興
、③
安
全
、④

業
務
移
管
か
ら

今
日
ま
で
の
経

営
状
況
、⑤
出

向
組
合
員
に
つ

い
て
挨
拶
を
行
っ

た
。続
い
て
中
央

本
部
川
原
副
執

行
委
員
長
が
、

①
安
全
、②
Ａ
Ｂ

Ｃ
運
動
に
つ
い
て

挨
拶
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、株
式

会
社
ハ
ピ
ラ
イ
ン

ふ
く
い
を
代
表
し
て

小
川
代
表
取
締
役

社
長
が
、①
安
全
、

②
２
０
２
５
年
度

決
算
、③
Ｊ
Ｒ
か
ら

の
出
向
者
に
つ
い
て

挨
拶
を
行
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、ハ
ピ
ラ
イ

ン
ふ
く
い
の
人
材
確
保
と
定
着

状
況
、特
に
技
術
系（
電
気
）の

社
会
人
採
用
の
取
り
組
み
や
、

年
間
休
日
数
と
出
向
者
へ
の
対

応
、安
全
で
は
触
防
や
監
視
体

制
、土
砂
な
ど
の
自
然
災
害
や

獣
害
対
策
、ロ
ン
グ
レ
ー
ル
輸
送

に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
と
Ｉ
Ｒ
い
し
か

わ
鉄
道
と
の
連
携
、
運
賃
改
定

と
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
、共
有

を
図
る
有
意
義
な
意
見
交
換
会

と
な
っ
た
。

　

引
き
続
き
、金
沢
地
本
と
連

携
し
、第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
と
の

懇
談
会
や
意
見
交
換
会
を
積
極

的
に
行
って
い
く
な
ど
、第
三
セ
ク

タ
ー
会
社
へ
の
出
向
組
合
員
の
不

安
解
消
や
問
題
解
決
、世
話
役

活
動
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し

て
取
り
組
む
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合 

青
年・女
性
委
員

会
は
、５
月
24
日（
日
）〜
25
日

（
月
）に
か
け
て
、東
京
都
内
に
お

い
て
、Ｊ
Ｒ
連
合
関
東
地
方
協

議
会
青
年・女
性
委
員
会
の
準

備
の
も
と
、「
第
30
回
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
〜
ら
っ
し
ゃ
い
関
東　

30
回

だ
ョ　

皆
で
行
カ
ン
ト
ー　

〜
」

を
開
催
し
た
。

　

全
国
か
ら
約
１
０
０
名
が
結

集
し
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら
も
各

地
本・総
支
部
を
代
表
し
て
13

名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、髙
杉
議
長（
Ｊ
Ｒ
西
労

組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員

長
）は
、「
全
国
規
模
で
の『
仲
間

づ
く
り
』を
体
現
す
る
、こ
の

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
を
存
分
に
楽
し

み
、『
一
本
の
レ
ー
ル
で
つ
な

が
っ
た
仲
間
』と
の
絆
を
深

め
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

１
日
目
は
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
実
施
。「
一
休
さ
ん

ゲ
ー
ム
」と
題
し
、各
エ
リ
ア

で
お
題
に
沿
っ
た
写
真
や
動

画
を
撮
影
し
て
得
点
を
競

い
合
っ
た
。

　

参
加
者
は
、有
名
観
光
地
を

新
た
な
視
点
で
巡
り
な
が
ら
交

流
を
深
め
た
ほ
か
、夕
食
時
の
懇

親
会
で
も
、趣
向
を
凝
ら
し
た

企
画
が
行
わ
れ
、班
や
単
組
の

枠
を
超
え
て
親
睦
を
深
め
た
。

　
２
日
目
の
勉
強
会
で
は
、Ｊ
Ｒ

連
合
住
吉
局
長
よ
り「
労
働
組

合
の
存
在
意
義
と
Ｊ
Ｒ
連
合
の

取
り
組
み
」に
つ
い
て
、関
東
地

協
の
淺
海
幹
事
よ
り「
民
主
化

闘
争
」を
テ
ー
マ
に
特
別
講
義
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
で

は
、労
働
組
合
の
必
要
性
や
活

動
参
加
を
促
す
工
夫
な
ど
に
つ

い
て
、活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ

さ
れ
た
。

　

２
日
間
を
通
じ
て
、参
加
者

は
単
組
や
系
統
の
枠
を
超
え
、

全
国
の
仲
間
と
の「
横
の
つ
な
が

り
」を
深
め
た
。

　

中
央
本
部
は
、５
月
16
日

（
土
）、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大

阪
に
お
い
て
、「
第
10
回
外
国
籍

採
用
組
合
員
と
の
意
見
交
換

会
」を
開
催
し
た
。

　

現
在
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
に
は
、外

国
籍
採
用
の
組
合
員（
総
合
職
）

が
在
籍
し
て
お
り
、今
年
度
の

新
規
採
用
組
合
員
２
名
を
含

め
、合
計
18
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

外
国
籍
採
用
組
合
員
の
皆
さ

ん
は
、今
年
度
の
ベ
ト
ナ
ム
鉄
道

労
組
の
訪
日
時
に
お
い
て
通
訳

を
務
め
る
な
ど
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の

国
際
的
な
つ
な
が
り
を
深
め
る

橋
渡
し
役
と
し
て
貢
献
し
て
お

り
、組
合
活
動
に
も
積
極
的
に

参
画
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、近
況
報
告
に
加
え
、

業
務
に
お
け
る
不
安
や
課
題
に

つい
て
、活
発
な
意
見
交
換
を
行

う
と
と
も
に
、先
輩
組
合
員
が

自
身
で
経
験
し
た
内
容
を
、後

輩
組
合
員
へ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

な
ど
、有
意
義
な
意
見
交
換
と

な
っ
た
。

　

今
回
の
意

見
交
換
で
出

さ
れ
た
課
題

解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん

で
い
く
と
と

も
に
、第
11
回

開
催
を
行
う

こ
と
を
確
認

し
、会
を
締
め

く
く
っ
た
。

！

！！

Ｊ
Ｒ
西
労
組
ユ
ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ

第
２
１
９
期
女
性
役
員
コ
ー
ス

女
性
役
員
と
し
て
の
活
動
を
学
ぶ

 

「
株
式
会
社
ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
」と
の

労
使
意
見
交
換
会
を
開
催

第
10
回
外
国
籍
採
用
組
合
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

第
10
回
外
国
籍
採
用
組
合
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

新
た
な
仲
間
を
加
え
て
交
流
を
深
め
る

新
た
な
仲
間
を
加
え
て
交
流
を
深
め
る

京
都
駅
を
中
心
に
、多
車
種
・
多
線
区
に
乗
務
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　 京都電車区分会

Ｊ
Ｒ
連
合 

青
年
・
女
性
委
員
会 

第
30
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

ら
っ
し
ゃ
い
関
東
　
30
回
だ
ョ
　
皆
で
行
カ
ン
ト
ー

！

！

！


